
総務文教常任委員会

アプリを活用した
情報発信充実事業



市が行う情報発信の課題

市が行う情報発信の課題は、知りたい情報がどこにあるか
わからない、広報紙を読む若者が少ない、災害時における
迅速な情報発信などがあります。

市の情報が

早く知りたい
なぁ

広報紙は
あまり

読まないし



スマートフォンが普及し、日常生活におけるＩＣＴの利用が
増大するなか、市民の約７割が利用する「ＬＩＮＥ」を活用し、
利便性のあるツールの１つとして、情報発信の向上を図る事
となりました。



◆導入経過 令和４年１２月 運用開始

◆事業費 (令和４年１２月～令和５年３月の４カ月）

２０９万９，０００円

◆財源 【全額国の補助金】
新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金

令和４年１２月から運用を開始しました。事業費については
令和４年度は４か月分で２０９万９，０００円です。財源は
全額国の補助金を活用しています。



令和５年３月末時点でのＬＩＮＥ友達登録人数は３，０１３人
ですが、令和５年８月末までのＬＩＮＥ友達登録人数は、
４，２３４人になっています。市は登録人数の増加に向け取
り組んでいます。

４,２３４人
令和５年８月末

（本市の人口 ５９，６７６人）



ＬＩＮＥの便利な機能の１つめは、リッチメニュー機能です。
ＬＩＮＥのトーク画面下部に固定で表示されるメニューです。
基本メニュー・まちの魅力・防災情報の３つがあります。

便利な機能①



ＬＩＮＥの便利な機能の２つめは、自動応答機能です。ＬＩＮＥ
のトーク形式により質問に自動で回答し、情報を提供します。
例えば「チャットで質問」をタップし「ホース ゴミ」と入力する
だけで、ビニールホースの捨て方を教えてくれます。

便利な機能②



ＬＩＮＥの便利な機能の３つめは、プッシュ通知機能です。
毎週月曜日と木曜日に約４件の情報を配信し、広報誌を補
うものとして活用しています。また、設定することで必要な
ジャンルの情報のみを受け取ることができます。

便利な機能③



ＬＩＮＥの便利な機能の４つめは、防災情報の即時発信機能
です。警報、注意報等が発令されると同時に情報を受け取
ることができます。先日発令された竜巻注意情報はただちに
情報が送られてきました。

便利な機能④



今後イベントなどを活用して、新規ＬＩＮＥ登録者を増やして
いきます。また研修などを行い各課職員のＬＩＮＥ配信への
意識を高め、より有益で幅広い情報発信を目指していくとの
ことです。

委員会審査で明らかになった事項



全世代を対象として、登録していただけるようにＰＲしていま
す。QRコードを読み込み、是非、友達登録をして下さい。
山陽小野田市の最新情報を受け取ろう！



民生福祉常任委員会

空家等の適正管理の補助事業



今後も空き家の増加が見込まれることから、空き家問題が
深刻化することを踏まえ、所有者等の負担を軽減するため
本市では空き家に関して３つの補助事業を行っています。

①老朽危険空家等除却促進事業補助金
 ②空き家利活用改修補助金

 ③空き家家財道具等処分費補助金



①老朽危険空家等除却促進事業補助金
倒壊や建築材の落下のおそれのある老朽危険空き家など
の除却（解体）を行う所有者や相続人に対し、補助金を交付
するものです。



補助金額は対象経費の３分の１で、上限額は５０万円です。
令和４年度は申請が１２件で、不良度判定の結果、８件に
補助金が交付されました。



②空き家利活用改修補助金
空き家の利活用の促進や住環境の向上を図ることを目的と
した補助金で、空き家バンクに登録されているか、過去に登
録されていた物件が対象となります。



補助金額は、市外からの転入者には、対象経費の２分の１
で、 １５歳未満の人がいる世帯には最大１００万円、それ
以外の世帯には最大５０万円となっています。



補助金額は、市内での転居者には、対象経費の３分の１で、 
１５歳未満の人がいる世帯に最大５０万円、それ以外の世帯
が最大２５万円となっています。



令和４年度は、申請・交付件数とも１件で、市外からの
転入者がシステムキッチンやサッシの改修を行い、予算額
１５０万円に対して４５万４，０００円の実績となりました。



③空き家家財道具等処分費補助金
家財道具などの処分費用の一部を補助する制度です。
対象は空き家バンクに登録されている物件で、補助金額は
対象経費の２分の１で、上限額は１０万円です。



令和４年度は、申請、交付とも３件の計１６万円で、予算額
５０万円を大きく下回っています。ちなみに空き家バンクに
登録されている物件は、現在２１件です。



①老朽危険空家等除却促進事業補助金
②空き家利活用改修補助金
③空き家家財道具等処分費補助金

令和４年度の決算額は、３事業とも予算額を下回っており、
住環境の整備や安心安全なまちづくりを進めるため、
更なる周知、啓発活動が必要と考えます。



①老朽危険空家等除却促進事業補助金
②空き家利活用改修補助金
③空き家家財道具等処分費補助金

そこで、委員会では市に対して、補助金額を拡大すべきこと
と、空家等の適正管理の補助金、空き家バンク等を活用し
て更に事業を進めるべきことを提言しました。



産業建設常任委員会

水道料金の改定について

イラスト・写真：日本水道協会 水道PRパッケージ
 水道耐震化ポータルサイト



今回の改定は、 「子や孫と共に支える、水道システム」を構
築するために必要な水道施設の更新財源を確保するため、
料金を平均１９．４％値上げするものです。

改定内容



「受益者負担」による「独立採算制」の原則があり、水道を利
用した人が支払った水道料金によって事業運営（施設の更
新・維持管理）をすることが基本となります。

水道事業



収入の元となる使用量は人口減少や節水機器の普及により
減少し、収入も平成１７年から約３億円減少しています。また、
施設の老朽化も進行し、耐震化への対応も迫られています。

これまでは･･ これからは・・

15.78億円 12.78億円
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市内の水道管約４３０kmのうち法定耐用年数（４０年）を経過
した水道管は全体の約４３％になり、南海トラフ地震などへ
の対応を急がなくてはいけません。



水道管の老朽化や地震対策のため、更新ペースを上げる必
要性はありますが、一度の料金改定では、市民生活への影
響が大きくなります。

老朽化した水道管



当初の８年間は平均１９．４％の値上げが必要ですが、市民
生活への影響が大きいことから、



当初４年間は激変緩和措置として、平均１２．９％の値上げ
に抑え、不足分は一般会計の繰出しにより対応することにな
りました。



平均的な一般家庭では、令和６年７月請求（６月検針）以降
の料金から、２か月４０㎥使用の場合で１，０５６円（５２８円/
月）の値上げとなり、

令和６年～ １３㎜ 激変緩和期間（２か月分・消費税込み）

水量 旧料金 激変緩和料金 差額

８㎥ ２，３７６円 ２，６４０円 ２６４円

２０㎥ ３，１６８円 ４，２２４円 １，０５６円

４０㎥ ５，８０８円 ６，８６４円 １，０５６円

６０㎥ ８，４４８円 ９，５０４円 １，０５６円

１５０㎥ ２０，３２８円 ２１，３８４円 １，０５６円



令和１０年７月請求（６月検針）以降は、さらに５５０円（２７５
円/月）値上げとなります。

令和10年～ １３㎜ （２か月分・消費税込み）

水量 激変緩和料金 改定料金 差額

８㎥ ２，６４０円 ２，８３８円 １９８円

２０㎥ ４，２２４円 ４，５５４円 ３３０円

４０㎥ ６，８６４円 ７，４１４円 ５５０円

６０㎥ ９，５０４円 １０，２７４円 ７７０円

１５０㎥ ２１，３８４円 ２３，１４４円 １，７６０円



値上げ分の料金は、全て老朽管や施設の更新に充て、子や
孫の世代まで安定した水道システムを維持するために使わ
れます。



値上げについて、市民へ説明し、意見を聴くべきではないか。
市民の理解を深めるため、審査を継続すべきではないか。

自由討議



水道は大切なライフラインであり、老朽化した施設の更新や
耐震化は喫緊の課題となっており、安心安全な水道事業の
ため、料金改定による財源確保は必要である。

自由討議



いろいろな意見が出ましたが、慎重審査のもと、委員会とし
て賛成多数で可決しました。
本会議でも賛成多数で可決しました。

審査結果
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